
会議結果（要旨） 

会  議  名 令和２年度第１回音更町障がい福祉計画等推進委員会 

開 催 日 時 令和２年８月３日（月） 午後６時３０分から午後７時３５分 

開 催 場 所 音更町役場３階 ３０１・３０２会議室 

委 員 出 席 者 
市野委員、鵜飼委員、内田委員、裏南委員、栗林委員、古川委員、佐々

木委員、佐藤委員、白木委員、只野委員、田中委員、古谷委員、皆川委

員 

事 務 局 出 席 者 重松保健福祉部長、髙橋福祉課長、川村障がい福祉係長 

傍 聴 者 数 ２人 

議 題 ・ 諮 問 内 容 

１ 議案第１号 委員長及び副委員長並びに作業部会の部会長及び部会

員の選出について 

２ 諮問 

３ 事務局説明 

４ 報告第１号 アンケート調査の結果について 

５ その他   会議の公開・公表について 

会 議 資 料 別添のとおり 

会 議 結 果 

１ 議案第１号  

委員の互選・委員長の指名により次のとおり選出された。 

○委員長：田中委員、副委員長：佐藤委員 

○作業部会 部会長：佐藤副委員長、部会員：裏南委員、古川委員、

佐々木委員、古谷委員、皆川委員 

２ 諮問  

重松部長から田中委員長に町長からの諮問書が手渡された。 

３ 事務局説明  

  資料２及び資料７に基づき、おとふけ障がい福祉総合プランの概要

及び今年度のスケジュールについて事務局から説明があった。 

４ 報告第１号 

  資料８及び資料１０に基づき報告があった。 

５ その他 

  原案のとおり会議を公開及び公表することとなる。 

出された主な意見等 

○報告第１号に関する主な質疑 

・半数近くの回答がなかった状況だが、そのことをどう考えるか。回

答できなかった方ほど状況が逼迫している可能性もあり、そういっ

た声こそ反映させる必要があるものと考える。加えて、困っていて

も相談窓口がわからないため、諦めざるを得ない状況にある。 

→役場にメールやFAXなどで相談があることもあり、記名で相談があっ

た場合は、必ず回答するようにしているが、ご意見のような声なき

声を何らかの手立てで拾い上げていけるよう、防災等でも活用して

いるLINEの活用なども視野に、今後幅広く検討していく。 

・アンケート回答者に70代以上の人がいないのはなぜか。 

→65歳以上の人は、サービスを利用する際に介護保険サービスが優先

となるため、介護保険の方で行うアンケートの対象となっている。 

・アンケートの回答率５０％はいつもと比べて低いのか。 

→ほぼ例年と同様の割合であり、他のアンケートの回答率もおおむね

５０％程度の状況にある。 



 

・アンケートの回答率が低いのは、自由記載欄の意見にもあったとお

り、ボリュームがありすぎて、子どもがいたり、働いていたりする

と、回答するのが苦痛に感じると思う。 

→回答欄は○を付けるだけで良いものを増やしたり、項目も可能な限

り削るなどの工夫を行ったところであるが、まだまだ改善の余地が

あるため、今回の意見を次回のアンケートの時に生かしたい。 

お 問 合 せ 先 保健福祉部福祉課障がい福祉係（内線514） 


